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心肺蘇生法

• AHA（American heart association）が確立した
心肺蘇生法が世界中で普及

• AHAガイドライン2005使用されていたが、ガイ
ドライン2010が発表され、一部改訂

• ガイドライン2010に一部準拠したBLS講習が
日本でも2月～3月に順次開催

ACLS講習は夏以降に開催予定

＊BLS(Basic life support)

＊ACLS(Advanced cardiac life support)



BLS

G2005からの変更点

• 息をしているか「見て、聞いて、感じる」は削除

• 救助者は人工呼吸を行う前に胸骨圧迫を開始

（C-A-B） CPR開始時に30回の胸骨圧迫が先

• 胸骨圧迫のテンポを100回/分以上

• 成人に対する胸骨圧迫の深さ5cm以上



簡略化された成人BLS



BLS





ACLS
G2005からの変更点

• 気管チューブの位置およびCPRの質の確認と
モニタリングに定量波形によるカプノグラフィー
を推奨

• 心停止アルゴリズムの簡略化（質の高いCPR）

• 自己心拍再開（ROSC：return of spontaneous circulation）

の検出に生理的モニタリングを重要視

• アトロピンのPEAおよび心静止の管理における
ルーチン使用は推奨しない



ACLS

G2005からの変更点

• 症候性徐脈および不安定な徐脈では変時性薬
剤の静注がペーシングの代替法として推奨

• アデノシンは、鑑別診断が行われていない規
則的な単形性の広いQRS幅の頻拍の初期管理
で、診断・治療に推奨

• ROSC後の体系化された心肺停止後ケアが続
行される必要（低体温療法を含む）



心停止の
アルゴリズム



環状のACLS
アルゴリズム







心停止後
ケアの

アルゴリズム



徐脈の
アルゴリズム



頻脈の
アルゴリズム




